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1まえがき
最近,移動通信が急激に発展し,無線通信による

曹詐富認諾蒜品音・8 ㌢志豊妄雪雲2・㌻
市街地・室内無線通信の時,直接波や建造物の影響
を受けた反射波や回折彼などが生じ,この多重散乱
波が角度広がりをもつと考えられている.このよう
な多重散乱波の電波伝搬環境を把握することにより
回線設計に役に立つ伝搬モデルの横策が可能となる
そのため,角度広がりを含んだ到来方向推定が検討
されている.
本研究では,多重散乱波の電力分布を用い,積分

型のアレ-モードベクトルで表し,MUSIC法による
到来波の角度広がり推定について報告する.

2　問題の定式化
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図2　電力分布

図2の電力分布を用い,アレー応答ベクトルを求め
る.一棟分布については【11で報告されている.三角
型分布のアレ-応答ベクトルを示す.第k成分
措=1,2,-・K)は次のように粉を用いて表すこと
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角度広がり2Aを十分小さいものと仮定すると,
sin2A=2A,cos2A=1より式(1)は次のように近似さ
れる.

rv -sinc'芸(A--1)号dcasQ, Y争*-!)</sine,, (2)
以上のことから,三角積分型アレーモードベクトル
は以下のように定義可能である.

a(0。,2△) =[*, (0..2△),・-,`M0..2△)】　　　　(3)
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これを用いたMUSIC法のスペクトラムは式(5)とな
る.
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ここで, E.、・は雑音固有値に対応する雑音固有ベクト

ルである.

3　シミュレーション

表1のようなパラメータを用い,式(5)のMUSIC
法を用いて到来方向と角度広がりの推定を行った.
角度広がりはo'、0.9¥2.!¥3¥3.9。,5.1",6",6.9°,7.1¥9¥
9.9*と設定した.
図3は一棟電力分布,図4, 5, 6, 7は三角型電力

分布におけるMUSIC法による到来方向と角度広が
り推定を行ったシミュレーションの結果である.
図3と図4の誤差は設定値に対する測定値の誤差

である.図3は設定値より推定値が大きく,図4は
設定値のほうが推定値より大きいことが分かる.こ
れが近似による誤差である.
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表1設定パラメータ
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図3　角度広がりの推定誤差

(一様分布型電力分布)
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図4　角度広がりの推定誤差

(三角積分型電力分布)

以上の結果より,若干の角度広がり推定誤差があ
るものの積分型電力分布アレ-モードベクトルを用と用
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市街地・室内での無線通信の場合,周閲の建造物
などの影響で生じる多重散乱披において,積分型の
電
定
信
必

力分布を用いることで到来方向と角度広がりが推
できることを示した.これからは,より統計的な
号処理・電力分布が取り扱えるモデルを想定する
要がある
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図5　MUSICスペクトラム【2A=3*]
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図6　MUSICスペクトラム【2△=6。】

図7　MUSICスペクトラム【2△=9']
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